










要約:保健所や市町村における母親学級では、出産後の育児支援につながる友人やグルー

プの形成や地域保健資源への接近などが、効果の一つとして期待されるようになっている。

本研究では、母親学級の受講とこうした社会的ネットワークの関連について検討し、以下

の知見を得た。

母親学級の受講者は非受講者よりも「保健所や市町村の母子保健資源の利用」が多かった。

受講者の学級後における「地域の施設や機関、情報に目を向けるようになった」をはじめ

とする何らかの社会的ネットワークの変化は、主に「分娩時の呼吸法」や「妊婦体操」の

実習項目で「判断力の獲得」や「行動の実践」が達成できたことと関連していた。また、

病院よりも保健所・保健相談所・保健センターでの受講者の方が、保健所や市町村の母子

保健資源の認知と利用が高く、学級後の人間関係や地域社会との関係に変化が起っていた。

以上のことから、保健所や市町村の母親学級においては、学級後の人間関係の形成や地域

資源への接近という「社会的ネットワークの向上」についても受講効果として位置付け、

学習内容や方法を検討し評価していくことが望まれた。


